
越境がひらく地域の未来

越
境
が
ひ
ら
く
地
域
の
未
来

― 
ア
ウ
ェ
イ
で
学
び
、
ホ
ー
ム
で
活
か
す

　
「
越
境
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
は
「
境
界
を
越
え
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
が
、
学
術
的
に
は

「
越
境
学
習
」
と
呼
ば
れ
、「
ホ
ー
ム
と
ア
ウ
ェ
イ
を
往
還
す
る
（
行
き
来
す
る
）
こ
と
に
よ
る
学
び
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る［
1
］。

近
年
、
こ
の
「
越
境
」
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
雇
用
の
流
動
性
が
低
い
日
本
社
会
に
お
い
て
、
新
た
な
働
き
方
や
キ
ャ
リ

ア
の
選
択
肢
を
増
や
す
有
効
な
手
段
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
て
き
た
。
大
企
業
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
人
材
派
遣
な
ど
、
人

材
育
成
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
日
本
経
済
全
体
の
活
性
化
の
文
脈
で
も

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
組
織
に
お
け
る
越
境
希
望
者
は
限
定
的
で
あ
り
、
活
躍
の
幅
を
広
げ
て
い
く

越
境
経
験
者
と
未
経
験
者
、
さ
ら
に
は
組
織
と
の
間
に
、
越
境
格
差
が
広
が
る
と
い
う
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る［
2
］。
こ

の
格
差
は
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
企
業
の
競
争
力
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
越
境
を
促
進
す
る
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
筆
者
の
民
間
企
業
か
ら
G
L
O
C
O
M
へ
の
越
境
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
筆
者
の
所
属
す
る
地
域
循
環

型
ミ
ラ
イ
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
、
最
後
に
、
越
境
が
も
た
ら
す
社
会
的
意
義
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
論

じ
て
み
た
い
。

　
『
越
境
人
材
』［
2
］
の
著
者
、
原
田
未
来
氏
に
よ
れ
ば
、
越
境
は
、
個
人
が
「
未
知
と
の
遭
遇
」
を
き
っ
か
け
に
自
己
の
内

省
と
知
の
拡
張
を
相
互
に
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
ス
キ
ル
・
マ
イ
ン
ド
・
視
点
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
個
人
の
成
長
を

可
能
に
す
る
と
い
う
。

　

筆
者
は
、
社
会
人
10
年
目
の
2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
N
T
T
東
日
本
か
ら
G
L
O
C
O
M
に
出
向
す
る
機
会
を
い
た

だ
い
た
。
民
間
企
業
か
ら
研
究
機
関
へ
の
越
境
は
、
社
会
を
切
り
取
る
視
点
、
目
標
設
定
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
時
間
軸
、

多
種
多
様
な
人
間
関
係
、
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
ま
っ
た
く
異
な
る
、
ま
さ
に
未
知
と
の
遭
遇
で
あ

っ
た
。

　

当
時
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
研
究
員
と
し
て
自
由
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
情
報
通
信
分
野
の
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
。

G
L
O
C
O
M
で
は
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
が
、
な
か
で
も
筆
者
に
も
っ
と
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
北
欧
諸

国
の
一
つ
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
出
会
い
だ
。
き
っ
か
け
は
、
総
務
省
の
情
報
通
信
白
書
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
I
C
T
競
争
力

ラ
ン
キ
ン
グ
で
3
年
連
続
第
1
位
を
獲
得
し
、
I
C
T
の
利
活
用
が
進
む
「
日
本
と
対
極
の
国
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
た［
4
］。

は
じ
め
に

1

	

猪
狩 

典
子	

N
T
T
東
日
本 

地
域
循
環
型
ミ
ラ
イ
研
究
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所
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国
際
大
学
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C
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客
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部
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越
境
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始
ま
り

2
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越境がひらく地域の未来

　

当
時
、
日
本
は
F
T
T
H
（Fiber T

o T
he H

om
e

）
の
世
帯
普
及
率
、
価
格
競
争
力
で
世
界
の
先
頭
を
走
っ
て
い
た
が
、

行
政
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
I
C
T
の
利
活
用
が
進
ま
な
い
と
い
う
長
年
の
政
策
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
一

方
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
眺
め
る
と
、
F
T
T
H
は
普
及
し
て
お
ら
ず
A
D
S
L
が
主
流
。
そ
ん
な
日
本
と
比
較
し
て
通
信
イ
ン

フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
、
な
ぜ
I
C
T
利
用
が
進
む
の
か
。
G
L
O
C
O
M
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
謎
を
解
き
明
か
す
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　

調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
私
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
そ
の
も
の
に
魅
了
さ
れ
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
国
際
競
争
力
が
高
く
、

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
I
C
T
分
野
な
ど
で
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
国
民
の
幸
福
度
は
世
界
で
常

に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
日
本
が
抱
え
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
、
食
料
自
給
率
、
少
子
化
の
問
題
も
、
困
難
を
乗
り
越
え
な

が
ら
解
決
し
て
き
た
国
だ
。

　

な
ぜ
、
彼
ら
は
競
争
力
と
幸
福
の
両
方
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
で
き
る
の
か
。
G
L
O
C
O
M

で
の
研
究
活
動
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
背
景
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
成
功
要
因
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
〈
デ
ン
マ
ー
ク
の
成
功
要
因
〉（
一
部
抜
粋
）

　
（
1
）
シ
ン
プ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
政
府
の
強
力
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　
（
2
）
失
敗
を
前
提
と
し
た
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
体
制

　
（
3
）
徹
底
的
な
効
率
化
と
手
厚
い
社
会
保
障
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）

　
（
4
）
自
律
し
た
市
民
を
生
み
出
す
教
育
シ
ス
テ
ム
と
高
い
民
主
主
義
度
合
い

　
（
5
）
ユ
ー
ザ
ー
を
中
心
と
し
た
参
加
型
社
会
（
ユ
ー
ザ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）

　
（
6
）
雇
用
の
流
動
性
と
複
数
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属

　
（
7
）
社
会
全
体
で
の
多
様
性
の
受
容
、
よ
り
良
い
人
生
の
た
め
の
複
数
の
選
択
肢
の
あ
る
社
会

　
（
8
）
ワ
ー
ク
イ
ン
ラ
イ
フ
先
進
国
、
ヒ
ュ
ッ
ゲ
の
思
想
＊
1

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
や
有
識
者
と
対
話
し
、
多
角
的
に
デ
ン
マ
ー
ク
社
会
の
成
功
要
因
を
探
究
す
る
経
験
＝
「
未

知
と
の
遭
遇
」
に
よ
っ
て
、
国
内
市
場
に
お
い
て
短
期
的
な
利
益
を
追
求
す
る
マ
イ
ン
ド
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
見
据

え
て
中
長
期
的
に
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を
考
え
る
マ
ク
ロ
の
視
点
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
G
L
O
C
O
M
へ
の
越
境
は
、
ス
キ
ル
や
視
座
の
獲
得
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
筆
者
の
人
生
に
お
け
る
価
値
観
や
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

越
境
で
得
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
学
び
を
、
帰
属
組
織
の
取
り
組
み
に
ど
う
活
か
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
事
例
と
し
て
、
私
の
所

属
す
る
地
域
循
環
型
ミ
ラ
イ
研
究
所
（
以
下
、
ミ
ラ
イ
研
）
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

未
知
と
の
遭
遇
―
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
と
の
出
会
い

3

ミ
ラ
イ
研
の
目
指
す
社
会
像
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
例

4
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越境がひらく地域の未来

　

ミ
ラ
イ
研
は
2
0
2
3
年
2
月
、
N
T
T
東
日
本
が
掲
げ
る
パ
ー
パ
ス
「
地
域
循
環
型
社
会
の
共
創
」
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
中
心
に
据
え
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
社
会
的
価
値
と
経
済
的
価
値
の
循
環
モ
デ
ル
「
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
プ
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
（
図
表
1
）。

　

実
は
、
ミ
ラ
イ
研
が
目
指
す
こ
の
社
会
モ
デ
ル
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
世
界
観
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
。
自
律
し
た
市
民
が
、

多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
自
己
決
定
に
よ
り
地
域
社
会
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
つ
な
が
り
、
地
域
内
外
に
新
た
な
価
値

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮

説
を
置
い
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
筆
者
の
越
境
か
ら
の
学
び
は
、
ミ
ラ
イ
研
の
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

や
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
自
然
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ミ
ラ
イ
研
設
立
か
ら
3
年
間
の
歩
み
の
中
で
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
地
方
創
生
に
向

け
て
地
域
内
外
の
人
々
の
循
環
を
生
み
出
す
、
関
係
人
口
創
出
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
関
係
人
口
と
は
近
年
、「
観
光
以
上
、

移
住
・
定
住
未
満
」
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
概
念
で
あ
る［
6
］。
ミ
ラ
イ
研
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
魅
力
、
た

と
え
ば
、
文
化
・
食
・
自
然
と
い
っ
た
社
会
的
価
値
を
起
点
に
し
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。
具
体
的
な
実
証
研
究
の
事
例
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
関
係
人
口
を
生
み
出
す
実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
（
1
）
祭
り
を
起
点
と
し
た
ワ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
実
証
（
秋
田
県
鹿
角
市
）

　
（
2
）
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
越
境
型
探
究
学
習
の
モ
デ
ル
実
証
（
長
野
県
喬た
か

木ぎ

村
）

図表１： �ミライ研の目指す「ローカル・ループ」のイメージ

図表2： �海とミライのがっこう 
地域のソーシャルイノベーション人材を起点とする価値循環モデル

出所：NTT東日本 地域循環型ミライ研究所ホームページ

出所：�NTT東日本 地域循環型ミライ研究所ホームページ／研究レポート「地域循環型社会を実現する
ローカル・ループの考察～横須賀市走水における実証からの示唆～」より引用
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越境がひらく地域の未来

れ
た
。
さ
ら
に
、「
自
己
実
現
」
や
「
本
業
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
創
造
性
の
向
上
」
に
寄
与
す
る
効
果
も
観
察
さ
れ
て

い
る
。
送
り
出
し
た
企
業
側
も
含
め
た
、
越
境
者
・
地
域
・
企
業
側
、「
三
方
よ
し
」
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

　

次
に
、
ミ
ラ
イ
研
が
推
進
す
る
地
域
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。
ミ
ラ
イ
研
で
は
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
活
用
し
て
自
発
的
に
地
域
活
動
に
熱
中
す
る
社
員
を
地
域
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
（
以
下
、
地
域
エ

バ
）
と
し
て
認
定
し
、
応
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
N
T
T
東
日
本
は
、
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る
が
、
地
域
エ
バ
は
、
ま
さ
に
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
体
現
し
て
い
る

先
駆
者
で
あ
り
、
現
在
、
N
T
T
東
日
本
グ
ル
ー
プ
で
約
3
0
0
名
の
メ
ン
バ
ー
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
エ
バ
は
、
越

境
者
が
所
属
組
織
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
ホ
ー
ム
（
企
業
）
と
ア
ウ
ェ
イ
（
地
域
）
を
往
還
す
る
と
い
う
点
で
、
通
常
の

越
境
と
比
較
し
て
敷
居
が
低
い
取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ミ
ラ
イ
研
は
、
地
域
エ
バ
を
応
援
す
る
た
め
、
彼
ら
の
取
り
組
み
や
地
域
活
動
へ
の
想
い
、
継
続
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
丁
寧
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
れ
を
記
事
化
し
、
社
内
外
に
発
信
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
す
る
と
地
域
エ
バ
共
通

の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
一
つ
は
、
彼
ら
は
、
自
ら
の
意
思
で
楽
し
み
な
が
ら
地
域
活
動
を
や
っ
て
お
り
、
総
じ
て
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
高
い
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
地
域
活
動
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
上
司
や
周
囲
の
人

た
ち
を
含
め
た
組
織
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
も
高
い
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。

越
境
の
新
し
い
カ
タ
チ
―
地
域
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト

5
　
（
3
）
棚
田
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
業
研
修
に
よ
る
モ
デ
ル
実
証
（
新
潟
県
十
日
町
市
）

　
（
4
）
自
然
資
源
を
活
用
し
た
「
海
と
ミ
ラ
イ
の
が
っ
こ
う
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

　
（
5
）
震
災
復
興
地
域
を
学
ぶ
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
石
川
県
能
登
地
域
）

　
（
6
）
太
鼓
を
起
点
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
福
島
県
浪
江
町
）

　

越
境
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、
越
境
先
を
、
複
雑
な
社
会
的
課
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
、
か
け
が
え
の
な
い
魅
力
が
あ
る
地
域

社
会
に
置
く
こ
と
で
、
関
係
人
口
と
し
て
地
域
へ
越
境
し
た
個
人
と
越
境
先
の
地
域
社
会
、
そ
し
て
、
送
り
出
し
た
越
境
元

の
企
業
に
と
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
。

　

越
境
者
は
、
越
境
の
現
場
に
お
い
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
く
こ
と
で
、
地
域

の
課
題
や
魅
力
を
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1
）（
2
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
越
境
者
で
あ
る
生
徒
の
学
習
効
果
や
成
長
実
感
の
創
出
、
研
修
生
の
地
域
課
題
に

対
す
る
解
像
度
の
高
ま
り
、
新
し
い
視
座
の
獲
得
等
の
効
果
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
越
境
者
を
受
け
入
れ
た
地
域
側
に
お

い
て
も
、
越
境
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
自
ら
の
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
り
、
地
域
愛
が
深
ま
る
な
ど
の
意
識
変
容
が

示
さ
れ
た
。

　
（
3
）（
4
）（
5
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
越
境
者
、
地
域
側
の
効
果
に
加
え
て
、
越
境
者
を
送
り
出
し
た
企
業
側
へ

の
効
果
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
横
須
賀
の
「
海
と
ミ
ラ
イ
の
が
っ
こ
う
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
表
2
）
で
は
、

地
域
に
根
差
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
と
の
交
流
を
含
め
た
越
境
経
験
が
、
参
加
者
の
社
会
課
題
へ
の
理

解
・
関
心
を
深
め
、
本
業
で
は
得
ら
れ
に
く
い
視
点
・
価
値
観
形
成
、
ス
キ
ル
・
知
識
の
習
熟
に
寄
与
す
る
こ
と
が
確
認
さ
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越境がひらく地域の未来

図表3： �社員の地域活動がもたらす価値～三方よし～

出所：NTT東日本 地域循環型ミライ研究所ホームページ

　

そ
こ
で
ミ
ラ
イ
研
で
は
、
こ
れ
ら
仮
説
を
検
証
す
べ
く
、

2
0
2
5
年
7
月
～
12
月
、
地
域
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
を
対
象
と
し

た
定
性
的
・
定
量
的
な
調
査
を
行
っ
た
。
結
論
は
、
私
た
ち
の
想
定

を
超
え
る
内
容
と
な
っ
た［
9
］。

　

図
表
3
の
よ
う
に
、
社
員
の
越
境
が
、
個
人
・
企
業
・
地
域
に
と

っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
地
域
エ
バ

活
動
に
は
、
関
係
人
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
じ
く
三
方
よ
し
の
効
果

が
確
認
さ
れ
た
。

　

で
は
、
こ
の
越
境
を
、
筆
者
が
経
験
し
た
職
場
を
変
え
る
こ
と
に

と
ど
め
ず
、
地
域
へ
と
広
げ
る
こ
と
に
よ
る
社
会
的
意
義
は
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
可
能
性
に
注

目
し
た
い
。
ミ
ラ
イ
研
の
客
員
研
究
員
で
ス
ロ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
の
野
村
恭
彦
氏
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
ス
ロ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。
答

え
の
あ
る
時
代
に
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
目
標
や
ゴ
ー
ル
を
示
し
、
周
囲
に
影
響
を
与
え
変
革
を
起
こ
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
答
え
の
な
い
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は
、「
旗
を
立
て
る
」「
聴
き
き
る
」「
と
も
に
変

わ
る
」
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ
と
い
う［
7
］。
地
域
は
、
企
業
の
枠
を
超
え
た
多
様
な
人
材
の
る
つ
ぼ
で
あ
る
。
越
境
者
は
、

そ
こ
で
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
思
考
や
感
情
を
理
解
し
、
感
情
の
奥
に
あ
る
願
い
を
聴
き
き
る
た
め
の

対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
地
域
の
か
け
が
え
の
な
い
魅
力
を
存
続
さ
せ
た
い
、
地
域
の
課
題
を
良
い
方
向
に
解

決
し
た
い
な
ど
の
想
い
が
湧
き
上
が
り
、
自
ら
の
心
に
火
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、
徐
々
に
能
動
的
か
つ
協
働
的
な
市
民
へ
と

自
ら
変
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
越
境
者
と
地
域
側
、
お
互
い
の
視
座
と
関
係
性
が
高
ま
る
こ
と
で
、
本
当
の
願
い
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、
越
境
者
と
地
域
が
共
に
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
源
泉
で
あ
り
、
ミ
ラ
イ
研
が
大
切
に
し
た
い
地
域
の
価
値
で
も
あ
る
。

　

次
に
、
三
方
よ
し
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
ま
ず
、
越
境
者
に
と
っ
て
は
、
地
域
に
あ
る
自
然
や
そ
の
土
地
固
有
の
文
化

や
暮
ら
し
と
自
分
自
身
を
五
感
で
つ
な
ぎ
直
す
こ
と
で
、
人
間
の
生
き
方
そ
の
も
の
へ
の
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
。
人
間

は
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
都
会
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
、
人
間
中
心
の
世
界
観
で
は
な
く
人
間
は
自
然
の
ほ
ん
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
く
る
。
企
業
に
お
け
る
越
境
経
験
が
、
働
き
方
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
と
す
れ
ば
、
地

域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
越
境
＝
関
係
人
口
の
創
出
に
は
、
越
境
者
が
、
地
球
や
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
と
共
に
よ
り
よ

く
生
き
る
選
択
肢
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

地
域
側
に
と
っ
て
も
、
一
般
の
観
光
客
と
同
様
に
、
越
境
者
の
宿
泊
、
消
費
活
動
な
ど
に
よ
る
経
済
的
価
値
が
生
ま
れ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
越
境
者
か
ら
の
刺
激
に
よ
っ
て
、
地
域
の
魅
力
が
再
発
見
さ
れ
、
地
域
愛
が
育
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
地
域

内
外
の
人
々
と
の
共
創
が
始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
越
境
者
の
一
部
が
、
関
係
人
口
か
ら
二
地
域
居
住
や
移
住
定
住
に
至
る

越
境
が
も
た
ら
す
も
の
―
社
会
的
意
義
と
今
後
の
可
能
性

6
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ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。
地
方
創
生
へ
の
き
っ
か
け
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
も
、
地
域
側
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
言

え
よ
う
。

　

ま
た
、
送
り
出
す
企
業
に
と
っ
て
も
、
研
修
等
に
よ
り
社
員
を
地
域
に
接
続
す
る
こ
と
は
、
人
的
資
本
経
営
や
C
S
R

（Corporate Social Responsibility

）、
C
S
V
（Creating Shared V

alue

）
の
観
点
か
ら
も
、
有
効
な
投
資
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
へ
の
越
境
が
、
社
員
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
、
組
織
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
向
上
す
る
と
し
た
ら
、
大
き
な
効
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、
日
本
に
お
け
る
企
業
の
研
修
費
用
市
場
予
測
は
6
0
0
0
億
円
を
超
え
て
お
り
、
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
高
ま
る
な
か
で
、
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る［
11
］。
今
後
の
可
能
性
と
し
て
、
都
市
の

企
業
が
研
修
費
用
や
福
利
厚
生
の
一
部
を
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
越
境
人
材
育
成
施
策
等
に
投
資
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
日
本
社
会
全
体
に
と
っ
て
、
社
会
的
・
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
企
業
か
ら
の
越
境

×
地
域
＝
関
係
人
口
創
出
の
動
き
が
、
今
後
、
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　

ミ
ラ
イ
研
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
研
究
を
通
じ
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
プ
の
モ
デ
ル
創
出
や
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
越
境
経
験
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
関
係
人
口
創
出
に
よ
る
個
人
・
企
業
・
地
域
に
と
っ
て
三
方
よ
し
の
モ
デ
ル
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ミ
ラ
イ
研
と
想
い
を
同
じ
く
す
る
人
々
や
組
織
と
の
つ
な
が
り
が
不
可
欠
で

あ
る
。
G
L
O
C
O
Ｍ
は
、
今
後
も
ミ
ラ
イ
研
の
か
け
が
え
の
な
い
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
産
官
学
を
つ
な
ぐ
知
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
、
筆
者
に
越
境
経
験
を
与
え
て
く
れ
た
当
時
の
上
司
、
職
場
の
皆
さ
ん
、
N
T
T
東
日
本
と
い
う
企
業
に
、
そ
し

て
、
ミ
ラ
イ
研
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
伝
え
た
い
。

お
わ
り
に

7

註＊
1
  �ヒ
ュ
ッ
ゲ
と
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
概
念
。「
居
心
地
の
良
い
雰
囲
気
で
過
ご
す
時
間
」や「
日
常
の
小
さ
な
こ
と
に

幸
せ
を
感
じ
る
心
の
あ
り
方
や
暮
ら
し
方
」を
示
す
。
た
と
え
ば
、家
族
や
親
し
い
友
人
と
た
わ
い
も
な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
食
事
を
す
る
時
間
、キ
ャ

ン
ド
ル
の
灯
っ
た
暖
か
い
雰
囲
気
の
な
か
で
心
満
た
さ
れ
る
状
況
の
こ
と
。

［
編
集
部
註
］
本
稿
の
内
容
お
よ
び
執
筆
者
の
肩
書
は
2
0
2
6
年
6
月
1
日
時
点
の
も
の
で
す
。
2
0
2
6
年
6
月
12
日
よ
り
N
T
T
東
日
本
株
式
会
社
千
葉
事

業
部
千
葉
事
業
部
長 

兼 

千
葉
支
店
長
。

1 8 5 1 8 4



越境がひらく地域の未来

［
参
考
文
献
］

［
1
］	

石
山
恒
貴
・
伊
達
洋
駆（
2
0
2
2
）『
越
境
学
習
入
門
』日
本
能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

［
2
］	

原
田
未
来（
2
0
2
5
）『
越
境
人
材
』英
治
出
版

［
3
］	

経
済
産
業
省（
2
0
2
5
）「
越
境
学
習
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
な
げ
る
た
め
に
」

［
4
］	
総
務
省（
2
0
0
8
）『
情
報
通
信
白
書
2
0
0
8
』

［
5
］	

猪
狩
典
子（
2
0
1
0
）「
I
C
T
利
用
先
進
国
デ
ン
マ
ー
ク
に
学
ぶ

―
行
政
・
医
療
・
教
育
の
情
報
化
」

	

国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
編
著 

	

『
未
来
を
創
る
情
報
通
信
政
策

―
世
界
に
学
ぶ
日
本
の
針
路
』第
1
章
、
N
T
T
出
版

［
6
］	

高
橋
博
之（
2
0
2
5
）『
関
係
人
口

―
都
市
と
地
方
を
同
時
並
行
で
生
き
る
』光
文
社
新
書

［
7
］	

野
村
恭
彦（
2
0
2
3
）朝
日
新
聞SDGs ACTION! 

	

「
傾
聴
か
ら
始
ま
る
答
え
の
な
い
時
代
の『
ス
ロ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』提
唱
者
の
野
村
恭
彦
さ
ん
に
聞
く
」

［
8
］	

N
T
T
東
日
本 

地
域
循
環
型
ミ
ラ
イ
研
究
所
・
三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
2
0
2
6
） 

	

「
地
域
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
プ
の
考
察
～
横
須
賀
市
走
水
に
お
け
る
実
証
か
ら
の
示
唆
～
」

	
https://w

w
w
.ntt-east.co.jp/release/detail/pdf/20260128_03_04.pdf

（
最
終
閲
覧2026/2/1

）

［
9
］	

N
T
T
東
日
本 

地
域
循
環
型
ミ
ラ
イ
研
究
所（
2
0
2
6
）「
地
域
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
に
関
す
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
報
告
書
」

	
https://w

w
w
.ntt-east.co.jp/regional_circulation/pdf/report_2026_01.pdf

（
最
終
閲
覧2026/2/1

）

［
10
］	

地
域
循
環
型
ミ
ラ
イ
研
究
所
n
o
t
e

	
https://note.com

/regional_m
irai

（
最
終
閲
覧2026/2/1

）

［
11
］	

矢
野
経
済
研
究
所（
2
0
2
5
）「
企
業
向
け
研
修
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
関
す
る
調
査
」

	
https://w

w
w
.yano.co.jp/press-release/show

/press_id/3895

（
最
終
閲
覧2026/2/1

）

1 8 7 1 8 6



智場 # 125

情報社会研究のポリローグ  –AI、ガバナンス、智の実装

責任編集	 伊藤 将人、小林 奈穂

監修	 砂田 薫

編集・制作進行	 武田 友希

発行人	 松山 良一

発行日	 2026 年 7 月 9 日

発行所	 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター（GLOCOM）

	 〒 106 - 0032 東京都港区六本木 6 - 15 - 21 ハークス六本木ビル 2F

	 URL	 https://www.glocom.ac.jp/

	 TEL	 03 - 5411 - 6677

	 E-mail	 inquiry-glocom@glocom.ac.jp

印刷・製本	 株式会社 紙藤原

校閲・校正	 濱田 美智子

表紙・装丁	 株式会社 コンセント

『智場』は、国際大学グローバル・コミュニケーション・センター（GLOCOM）が発行している機関誌です。
「智場」は、「知識や意見の交換と流通の場」を意味する言葉です。

1995 年に創刊され、情報社会学のフロンティアに挑み続けています。
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